


鈴木まさひろ活動中＠蒲郡地域活性化プランコンテスト

「名鉄赤い電車の存続問題」
「高齢社会を活性化に活かす」

　地域活性を目指すとき、固定概念が無い発想ができる
人材として、「若者」が重要だと言われています。また、地域
の将来を担っていく存在としても大切です。そのため私は、
地元の大学生が毎年開催している「蒲郡地域活性化プラ
ンコンテスト」を、立ち上げ時からサポートをしています。
　全国から２４名の大学生が蒲郡に集まり、２泊３日の合
宿形式で蒲郡の地域活性化プランを考え、市民の皆様に
発表をする企画です。運営は地元出身の大学生主体で
行っており、学生の斬新なアイデアは地域活性のヒントに
もなっています。今後もこのような若い力を、蒲郡の地域活
性に活かす仕組みづくりに取り組んでまいります。

名鉄蒲郡線「赤い電車」の存続問題
形原駅前のスズキカメラで生まれ育った私は、幼少時から電車と踏切の音を
耳にし、赤い電車を身近に感じながら育ってきました。しかし、当たり前のよう
にあった名鉄蒲郡線も、存続が危ぶまれています。現在は、蒲郡市と西尾市が
年間2億5,000万円（内蒲郡約1億円）を名鉄に負担することで、平成32年度
末までの運行継続が決まっている状況です。形原・西浦・塩津にとって公共交
通として必要不可欠で、特に通学に利用する学生や、高齢者の足として欠かす
ことの出来ない社会基盤です。  私は「市民まるごと赤い電車応援団」にも参
加していますが、引き続き「赤い電車」を残す活動に取り組んでまいります。
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